
①
　
。
日
日

日
□

中
将
御
覧
　
は
く
衛
門

大
さ
か
み

」

名
中
日
――
□
　
日
日
――
□

日

□

な

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
、
ド
×
］
Ｎ
Ｘ
Ｎ
　
Ｏ
出
Ｐ

②

　

「
遠
□

〔石
ヵ
〕

ま
す

一
つ
垣
□
右
衛
門
尉
」
　

　

　

　

∞］ズ
∞露
、
目

ω
に
は
中
将
と
見
え
る
が
、
伏
見
城
の
存
続
し
た
期
間
に
中
将
の
官
職
を
授

け
ら
れ
て
い
た
武
将
は
、
井
伊
直
孝
、
織
田
信
雄
、
佐
竹
義
宣
、
島
津
家
久
の

四
人
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（原
山
充
志
）

大
阪
。
西
ノ
辻
遺
跡

１

所ヽ
在
地
　
　
　
大
阪
府
東
大
阪
市
西
石
切
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
日
陽

一
・
宮
崎
泰
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
ノ
辻
遺
跡
は
、
生
駒
山
西
麓
に
位
置
す
る
中
位
段
丘
上
の
旧
石
器
時
代
以

来
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
八
〇
年
よ
り
国
道
三
〇
八
号
線
拡
幅
及
び
東
大

阪
生
駒
電
鉄
敷
設
工
事
に
先
立

っ
て
、
大
阪
府
教
育
委
員
会

・

東
大
阪
市
毅
育
委
員
会

・
餓
東

大
阪
市
文
化
財
協
会
が
共
同
で

地
区
を
分
割
し
て
発
掘
調
査
を

実
施
し
て
き
て
い
る
。

木
筒
が
出
上
し
た
遺
構
は
、

い
ず
れ
も
井
戸
で
あ
る
。
ω
の

木
簡
は
、
径
二

・
三
ｍ
、
深
さ

(大阪東北部)
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二

・
七
ｍ
の
い
び
つ
な
五
角
形
の
素
掘
り
の
井
戸
中
か
ら
出
土
し
た
。
伴
出
遺

物
に
は
、
平
安
時
代
末
ｉ
鎌
倉
時
代
初
期
の
瓦
器
婉

・
土
師
皿

・
羽
釜

・
軒
九

瓦

。
曲
物
桶
等
が
あ
り
、
木
簡
は
拳
大
の
石
と
共
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
土
器
群

中
の
下
三
〇
釦
か
ら
単
独
で
出
土
し
た
。

②
の
木
簡
は
、
径

一
。
三
ｍ
、
深
さ
二

・
五
ｍ
の
円
形
素
掘
り
の
井
戸
中
か

ら
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
に
は
、
南
北
朝
時
代
の
瓦
質
羽
釜

。
す
り
鉢

・
常
滑

甕

・
青
磁
碗

・
軒
平
瓦

・
木
椀

・
カ
メ
の
甲
羅

・
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
の
骨
等
が
あ

り
、
木
簡
は
人
頭
大
の
石
と
共
に
投
棄
さ
れ
て
い
た
土
器
群
中
の
下
四
〇
伽
か

ら
単
独
で
出
上
し
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
＜
蘇
民
将
来
子
孫
也
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ］マ
Ｇ
∀
、
ｏ驚

②
　
。
「＜
昔
蘇
民
将
来
之
子
孫
也
　
　
　
」

。
「＜
　
　
　
　
九

く
八
十

一

〓
＋
身
γ
Ｖ
」
　

　

　

ＨＮ聟
］支
∞
ｏ驚

（西
日
陽
こ

大
阪
・観
音
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
松
原
市
西
大
塚

・
立
部

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
四
月
を

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

。
け
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
大
野
　
薫

。
中
村
淳
磯

。
田
中
和
弘

・
合
田
幸
美

・
高
橋

雅
子

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

観
音
寺
遺
跡
は
、
東

除
川
と
西
除
川
に
狭
ま
れ
た
瓜
破
台
地
と
呼

ば
れ
る

洪
積
段
丘
の
南
部
に
位
置
し
て

い
る
。
遺
跡
の
南
端
部
は
竹
之

内
街
道
に
接
し
、
街
道
を
狭
ん

で
南
側
に
は
丹
上
遺
跡
が
あ
る
。

近
畿
自
動
車
道
和
歌
曲
線
建
設

に
と
も
な
い
発
掘
調
査
を
実
施

し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
、
奈
良
時

代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
建
物

(大阪東南部)




